
1 林政課
復旧治山事
業

上指久保 十和田市
■山腹崩壊や浸食により不安定土砂
が堆積している渓流などの荒廃山地を
復旧整備し、災害の防止･軽減を図る。

H17 H18 H18 68 66
治山ダム2個、流路工32.8m、
山腹工0.12ha

2 林政課
復旧治山事
業

八重越沢 東通村
■山腹崩壊や浸食により不安定土砂
が堆積している渓流などの荒廃山地を
復旧整備し、災害の防止･軽減を図る。

H15 H17 H18 87 124
治山ダム嵩上工3個、治山ダム
1個、山腹工0.27ha

3 林政課
復旧治山事
業

大欠 新郷村
■山腹崩壊や浸食により不安定土砂
が堆積している渓流などの荒廃山地を
復旧整備し、災害の防止･軽減を図る。

H17 H18 H18 33 45 山腹工0.15ha

4 林政課
予防治山事
業

椛山 田子町
■山腹崩壊危険地や浸食などにより荒
廃のきざしのある渓流などの崩壊等を
未然に防止する。

H17 H18 H18 55 35 治山ダム2個、山腹工0.04ha
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5 林政課
予防治山事
業

大川目 風間浦村
■山腹崩壊危険地や浸食などにより荒
廃のきざしのある渓流などの崩壊等を
未然に防止する。

Ｈ14 H17 H18 73 113 治山ダム6個、流路工131.4m

6 林政課
予防治山事
業

相野山 深浦町
■山腹崩壊危険地や浸食などにより荒
廃のきざしのある渓流などの崩壊等を
未然に防止する。

H17 H18 H18 84 47
治山ダム2個、水路工32.0m
山腹工0.04ha

7 林政課
予防治山事
業

桐の沢 深浦町
■山腹崩壊危険地や浸食などにより荒
廃のきざしのある渓流などの崩壊等を
未然に防止する。

H16 H19 H18 93 82 山腹工0.66ha

8 林政課
予防治山事
業

小国浅瀬
石山

平川市
■山腹崩壊危険地や浸食などにより荒
廃のきざしのある渓流などの崩壊等を
未然に防止する。

H15 H18 H18 129 117 治山ダム3個、山腹工0.32ha

9 林政課
予防治山事
業

西虹貝山 大鰐町
■山腹崩壊危険地や浸食などにより荒
廃のきざしのある渓流などの崩壊等を
未然に防止する。

H17 H17 H18 25 27
治山ダム2個、山腹工0.03ha、
森林整備1.89ha

10 林政課
地域防災対
策総合治山
事業

簗久保 南部町
■荒廃山地、荒廃危険山地等が存す
る一定地域において、山地災害を未然
に防止し、生活基盤の整備に資する。

Ｈ14 H17 H18 389 425
治山ダム8個、山腹工1.50ha、
森林整備27.3ha

資料１１
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11 林政課
生活環境保
全林整備事
業

朝日田
五所川原
市

■森林の造成改良整備等により市街
地等の周辺に存する保安林の機能を
多目的かつ高度に発揮させる。

Ｈ14 H18 H18 354 326

森林整備6.75ha、管理歩道
2,455m管理治山施設1式、水
路工1,044m作業施設2棟、案
内板7基、その他

12 林政課
奥地保安林
保全緊急対
策事業

平舘野田
尻高川

外ケ浜町
■荒廃が進んだ奥地保安林の森林を
整備し、水源かん養機能や土砂流出
防止機能の回復を図る。

H17 H18 H18 52 48
治山ダム嵩上工１個
山腹工0.03ha
森林整備12.22ha

13 林政課
森林環境保
全整備事業

藍内沢田 弘前市
■本林道の開設により、相馬地域の民
有林及び国有林の森林・林業の振興と
併せ、生活環境の整備を図る。

H8

H16
H16
H16
H18

H18

1,400
1,246
880
972

972 林道開設4,423m H13

14
農村整
備課

基幹水利施
設補修事業

根岸 八戸市
■基幹的農業水利施設について、その
機能の維持及び安全性を確保し、農業
経営の安定を図る。

H13
H17
H18

H18
130
152

152
受益面積 301ha
水路工 880.8m
揚水機場補修 1式

15
農村整
備課

緊急農地集
積ほ場整備
事業

増館
青森市、
藤崎町

■将来の農業生産を担う安定した経営
体を育成し、これら経営体が農業生産
の相当部分を担う農業構造を確立する
ために、必要となる生産基盤の整備を
経営体の育成を図りながら一体的に実
施する。

H11
H16
H18

H18
1,508
1,343

1,343
受益面積 76.9ha
区画整理 73.0ha
暗渠排水 71.2ha

H16

16
農村整
備課

緊急農地集
積ほ場整備
事業

才市田 上北町

■将来の農業生産を担う安定した経営
体を育成し、これら経営体が農業生産
の相当部分を担う農業構造を確立する
ために、必要となる生産基盤の整備を
経営体の育成を図りながら一体的に実
施する。

H12
H16
H18

H18
1,371
1,168

1,168
受益面積 48.9ha
区画整理 48.9ha
暗渠排水 48.6ha

17
農村整
備課

緊急農地集
積ほ場整備
事業

水木 藤崎町

■将来の農業生産を担う安定した経営
体を育成し、これら経営体が農業生産
の相当部分を担う農業構造を確立する
ために、必要となる生産基盤の整備を
経営体の育成を図りながら一体的に実
施する。

H14
H18
H18

H18
746
531

523
受益面積 45.4ha
区画整理 45.3ha
暗渠排水 45.0ha

18
農村整
備課

緊急農地集
積ほ場整備
事業

板柳中部 板柳町

■将来の農業生産を担う安定した経営
体を育成し、これら経営体が農業生産
の相当部分を担う農業構造を確立する
ために、必要となる生産基盤の整備を
経営体の育成を図りながら一体的に実
施する。

H14
H18
H18

H18
924
815

805
受益面積 45.2ha
区画整理 45.2ha
暗渠排水 45.2ha
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19
農村整
備課

緊急農地集
積ほ場整備
事業

平山 中泊町

■将来の農業生産を担う安定した経営
体を育成し、これら経営体が農業生産
の相当部分を担う農業構造を確立する
ために、必要となる生産基盤の整備を
経営体の育成を図りながら一体的に実
施する。

H14
H18
H18

H18
486
385

385
受益面積 28.2ha
区画整理 28.2ha
暗渠排水 24.1ha

20
農村整
備課

緊急農地集
積ほ場整備
事業

片岸 南部町

■将来の農業生産を担う安定した経営
体を育成し、これら経営体が農業生産
の相当部分を担う農業構造を確立する
ために、必要となる生産基盤の整備を
経営体の育成を図りながら一体的に実
施する。

H14 H18 H18 437 467
受益面積 23.9ha
区画整理 23.4ha
暗渠排水 22.0ha

21
農村整
備課

緊急農地集
積ほ場整備
事業

高橋 南部町

■将来の農業生産を担う安定した経営
体を育成し、これら経営体が農業生産
の相当部分を担う農業構造を確立する
ために、必要となる生産基盤の整備を
経営体の育成を図りながら一体的に実
施する

H14 H18 H18 738 811
受益面積 36.9ha
区画整理 36.4ha
暗渠排水 36.0ha

施する。

22
農村整
備課

産地づくり支
援水田高度利
用促進事業

第二
出来島

つがる市

■耕地の汎用化や農用地の高度利
用、水田の畑地化等、地域の主体性を
活かした条件整備を緊急的に実施し、
地域の特性に応じた農業振興を図る。

H16 H18 H18 157 162
受益面積 25.4ha
暗渠排水 25.4ha
用排水路 4,310m  ほか

23
農村整
備課

水環境整備
事業

豊岡 中泊町

■水路、ため池等の農業水利施設の
整備と一体的に、多面的機能の維持増
進のための施設整備を行い、農村地
域における生活空間の質的向上を図
る。

H10 H14 H18 800 754

水路工 2,663m（植生水路
958m、フトンカゴ水路工
1,705m）
園路工 990m

H15

24
農村整
備課

広域営農団
地農道整備
事業

十和田南
部

十和田
市、六戸
町

■基幹農道を整備し、広域営農団地内
において、水と土がもたらす安全・安心
な農産物流通の合理化及び農村地域
の生活環境の改善を図る。

S59
H9
H16

H18
7,420
15,000

16,146
受益面積 8,185.0ha
道路工 30,376.1m

H11
H16

25
農村整
備課

一般農道整
備事業

谷地頭北
部

三沢市

■幹線的農道を整備し、水と土がもた
らす安全・安心な農産物流通の合理化
及び農村地域の生活環境の改善を図
る。

H11
H16
H18

H18
583
441

440
受益面積 166.0ha
道路工 3,227.0m

H16

26
農村整
備課

一般農道整
備事業

中野尻 鶴田町

■幹線的農道を整備し、水と土がもた
らす安全・安心な農産物流通の合理化
及び農村地域の生活環境の改善を図
る。

H11
H18
H18

H18
340
300

297
受益面積 90.0ha
道路工 1,596.5m
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27
農村整
備課

ふるさと農道
緊急整備事
業

本郷 青森市

■地域が緊急に対応しなければならな
い農道を整備し、水と土がもたらす安
全・安心な農産物流通の合理化及び農
村地域の生活環境の改善を図る。

H15 H17 H18 124 138
受益面積 16.0ha
道路工 892.7m

28
農村整
備課

農村総合整
備事業（集
落型）

青森西部 青森市

■きれいな水の供給確保、水と土が育
む安全・安心な農産物の輸送、潤いあ
る水辺空間の創造などに向けて、多様
な営農形態を支える生産基盤と生活環
境基盤づくりを総合的に行う。

H12
H16
H16

H18
850
1,070

1,033

農用排 1,724.5m
農道 4,323.3m
集道 595.7m
コミュニティ施設1ヶ所  ほか

H17

29
農村整
備課

農村総合整
備事業（集
落型）

弘前北部
第２

弘前市

■きれいな水の供給確保、水と土が育
む安全・安心な農産物の輸送、潤いあ
る水辺空間の創造などに向けて、多様
な営農形態を支える生産基盤と生活環
境基盤づくりを総合的に行う。

H12
H18
H18

H18
1,350
1,233

1,236

農用排 4,523.6m
農道 4,347.2m
集排 2,199.9m
集落農園1式　 ほか

H17

■きれいな水の供給確保 水と土が育

30
農村整
備課

中山間地域
総合整備事
業

夢の森・
倉石

五戸町

■きれいな水の供給確保、水と土が育
む安全・安心な農産物の輸送、潤いあ
る水辺空間の創造などに向けて、条件
不利な中山間地域における多様な営
農形態の安定、農村の定住条件の改
善を図るため、生産基盤や生活環境基
盤づくりを総合的に行う。

H13
H17
H17

H18
1,710
1,672

1,657

農用排 1,503.1m
農道 3,658.7m
集道 6,667.2m
交流施設基盤1式　 ほか

31
農村整
備課

中山間地域
総合整備事
業

日本中央
東北町、
七戸町、
野辺地町

■きれいな水の供給確保、水と土が育
む安全・安心な農産物の輸送、潤いあ
る水辺空間の創造などに向けて、条件
不利な中山間地域における多様な営
農形態の安定、農村の定住条件の改
善を図るため、生産基盤や生活環境基
盤づくりを総合的に行う。

H10
H17
H17
H18

H18
4,120
4,317
3,894

3,819

農用排 11,612.1m
農道 11,947.6m
集道 3,945.9m
集排 5,528.1m　 ほか

H15

32
農村整
備課

ため池等整
備事業

茂内谷地 つがる市

■堤体からの漏水や取水施設の老朽
化、洪水吐の能力不足等で決壊が懸
念されるため池を早急に補修・改修す
ることにより、ため池下流の農地、集
落、公共施設等の被害を未然に防止
する。

H14 H17 H18 90 90
受益面積 7.2ha
ため池工　１式

33
農村整
備課

ため池等整
備事業

萩ノ沢 七戸町

■堤体からの漏水や取水施設の老朽
化、洪水吐の能力不足等で決壊が懸
念されるため池を早急に補修・改修す
ることにより、ため池下流の農地、集
落、公共施設等の被害を未然に防止
する。

H15 H17 H18 141 142
受益面積 10.0ha
ため池工　１式
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34
農村整
備課

ため池等整
備事業

外ヶ沢下
五所川原
市

■堤体からの漏水や取水施設の老朽
化、洪水吐の能力不足等で決壊が懸
念されるため池を早急に補修・改修す
ることにより、ため池下流の農地、集
落、公共施設等の被害を未然に防止
する。

H16 H18 H18 75 74
受益面積 24.7ha
ため池工　１式

35
農村整
備課

ため池等整
備事業

嘉瀬沢 平川市

■堤体からの漏水や取水施設の老朽
化、洪水吐の能力不足等で決壊が懸
念されるため池を早急に補修・改修す
ることにより、ため池下流の農地、集
落、公共施設等の被害を未然に防止
する。

H17 H18 H18 40 43
受益面積 19.3ha
ため池工　１式

農村整 ため池等整 ビシ

■堤体からの漏水や取水施設の老朽
化、洪水吐の能力不足等で決壊が懸
念されるため池を早急 補修 改修す 受益 積

36
農村整
備課

ため池等整
備事業

サビシロ
沼

つがる市
念されるため池を早急に補修・改修す
ることにより、ため池下流の農地、集
落、公共施設等の被害を未然に防止
する。

H12 H17 H18 160 159
受益面積 12.0ha
ため池工　１式

H17

37
農村整
備課

ため池等整
備事業

駒込 青森市
■水害等によって被害の発生のおそ
れがある農業用施設の災害を未然に
防止する。

H15 H17 H18 285 216
受益面積 189ha
水路工　898.1m

38
農村整
備課

ため池等整
備事業

小沢 平内町
■水害等によって被害の発生のおそ
れがある農業用施設の災害を未然に
防止する。

H15 H19 H18 134 124
受益面積 22.6ha
水路工　1,398.7m

39
農村整
備課

海岸保全施
設整備事業

黒崎 深浦町

■海岸沿いに展開する農地を浸食等
の被害から防止するため、海岸堤防等
を設置し、農業経営の安定を図るととも
に安全な地域づくりに資する。

S61 H18 H18 789 789
護岸工 418.9m
離岸堤 301.5m

H13
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40
漁港漁
場整備
課

地域水産物
供給基盤整
備事業

蓬田地区 蓬田村

■第1種漁港及び第2種漁港の漁港施
設の整備並びに共同漁業権の区域及
びこれに隣接する水域における漁場の
施設の整備を行い、地域における水産
資源の維持及び増大並びに水産物の
精算及び流通機能の強化を図る。

H13
H18
H18
H18

H18

700
1,700
1,510

1,176

【蓬田漁港】
防波堤等270m､物揚場等
195m､漁港施設用地
16,800m2､用地護岸100m
【瀬辺地漁港】
防波堤等720m､泊地5900m2､
物揚場150m､道路260m､漁港
施設用地20,000m2

H17

41
漁港漁
場整備
課

地域水産物
供給基盤整
備事業

川内地区 むつ市

■第1種漁港及び第2種漁港の漁港施
設の整備並びに共同漁業権の区域及
びこれに隣接する水域における漁場の
施設の整備を行い、地域における水産
資源の維持及び増大並びに水産物の
精算及び流通機能の強化を図る。

H13

H18
H20
H20
H19

H18

1,186
876
976
656

667

【桧川漁港】
防波堤等110m､岸壁・物揚場
等143m､用地護岸126m､漁港
施設用地8,410m2
【第2川内漁場】
増殖場4.525ha
【第3川内漁場】
増殖場

H17

増殖場6.59ha

42
漁港漁
場整備
課

広域漁港整
備事業

三厩地区 外ヶ浜町

■第2種漁港、第3種漁港又は第4種漁
港の整備並びに共同漁業権の設定さ
れている区域及びこれに隣接する水域
における当該漁港と利用上密接に関
連する漁場の施設の整備を行い、水産
物の生産及び流通の拠点整備を図る。

H14
H23
H23

H18
1,987
1,984

634

【三厩漁港】
防波堤等435m､岸壁・物揚場
等430m､用地護岸98m､漁港施
設用地8,700m2
【三厩漁場】
魚礁15.9ha

43
漁港漁
場整備
課

広域漁港整
備事業

鯵ヶ沢地
区

鯵ヶ沢町

■第2種漁港、第3種漁港又は第4種漁
港の整備並びに共同漁業権の設定さ
れている区域及びこれに隣接する水域
における当該漁港と利用上密接に関
連する漁場の施設の整備を行い、水産
物の生産及び流通の拠点整備を図る。

H14
H19
H19
H18

H18
1,300
1,300
740

620

【鯵ヶ沢漁港】
防波堤等268m､泊地
28,400m2､岸壁120m､漁港施
設用地14,800m2

44
漁港漁
場整備
課

広域漁場整
備事業

佐井地区 佐井村

■共同漁業権の区域外において、ヒラ
メ、カレイ等を蝟集させるための魚礁の
整備を行い、水産物の効率的かつ安
定的な供給を目指す。

H13 H24 H18 1,136 689 魚礁10.14ha H17
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45
漁港漁
場整備
課

漁港環境整
備事業

大畑漁港 むつ市
■植栽、休憩所、運動施設、親水施
設、安全情報伝達施設など整備を行
い、漁港の環境向上を図る。

H7
H15
H17

H18
2,800
1,700

1,485
植栽31,460m2､休憩所1式､運
動施設13,000m2､親水施設1式
ほか

H12

■漁業者の生産活動の支援と地域住
民のリクリエーションを支援するという
ことで、地域に密着した事業であるた
め、継続とし、地域の振興を含めた活
性化に努め、発展されるような有効活
用の施設整備を検討する必要があ
る。

46
漁港漁
場整備
課

漁港関連道
整備事業

百石漁港
おいらせ
町

■漁獲物の流通及び漁業用資材の輸
送の合理化によって漁港機能の充実と
漁業生産の近代化を図り、併せて漁村
環境の改善を図る。

H13
H15
H16
H17

H18
110
210
336

336 道路210m

47 道路課
国道特殊改
良一種

国道339
号梹榔バ
イパス

外ヶ浜町

■当該区間は、幅員狭小、線形不良、
波浪による道路の冠水等の隘路区間
を解消するため海岸事業と連携を図
り 安全 円滑な交通確保を図る

H15 H18 H18 700 790
L=512ｍ
橋梁1橋　40.8m

イパス
り、安全で円滑な交通確保を図る。

48 道路課
緊急道路建
設事業

鰺ヶ沢蟹
田線
蟹田町大
平

蟹田町

■当路線は冬期間に津軽半島横断が
可能な唯一の道路であるが、幅員が狭
小で歩道も未整備であり危険なことか
ら、バイパス整備を行い、交通の円滑
化を図る。

H14 H17 H18 932 895
L=1,150ｍ
W=6.5（12.0ｍ）

49 道路課
緊急道路建
設事業

八戸野辺
地線市川
町

八戸市

■一般国道45号、第2みちのく有料道
路へのアクセス機能及び東北縦貫自
動車八戸線の側道機能を持たせるた
め、バイパス整備を行い、交通の円滑
化を図る。

H14 H18 H18 1,638 1,720
L=1,248ｍ
W=6.5(12.0)m

50 道路課
緊急道路建
設事業

鳥屋部十
日市線鳥
屋部

階上町

■当該区間は幅員が狭小なうえ、通学
路であるが歩道も未整備であり危険な
ことから、現道拡幅を行い、交通の円
滑化及び歩行者の安全確保を図る。

H9 H20 H18 831 745
L=2,000ｍ
W=6.0（12.5）m

H18

51 道路課
緊急道路建
設事業

碇ヶ関大
鰐（停）線
早瀬野～
島田

大鰐町

■当該区間は集落間を結ぶ道路であ
るが、幅員が狭小で歩道も未整備であ
り危険なことから、バイパス整備を行
い、交通の円滑化を図る。

H7 H19 H18 1,474 1,474
L=1,500ｍ
W=5.5（10.5）m

H16

52 道路課
県道改築事
業

青森浪岡
線大谷

青森市

■青森空港は青森市の山間部に位置
していることから立体駐車場等の整備
を行い、特に冬期間の航空旅客～自
動車交通への交通体系連携の強化を
図る

H16 H18 H18 1,300 1,121
鉄骨（三層4段）国土交通大臣
認定式立体駐車場
/駐車台数812台

53 道路課

道路改築事
業
（市町村合
併支援事
業）

八戸三沢
線上市川

五戸町

■当該区間は八戸市と五戸町を結ぶ
道路であるが、幅員狭小であり危険な
ことから、バイパス整備を行い、交通の
円滑化を図る。

H5 H19 H18 2,386 2,466
L=2,500ｍ
W=6.5（13.0）m
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54 道路課
地方特定道
路建設整備
事業

櫛引上名
久井三戸
線森越I
期

南部町

■当該区間は八戸市と三戸町を結ぶ
道路であるが、幅員狭小であり危険な
ことから、現道拡幅及び一部バイパス
整備を行い、交通の円滑化を図る。

H9 H19 H18 1,333 1,306
L=900ｍ
W=6.0（16.0）m

55
河川砂
防課

鉄道橋・道
路橋緊急対
策事業

七戸川 東北町

■ボトルネック状態となっている鉄道橋及
び道路橋に起因した浸水被害が発生して
いることから、当該橋梁の架替を行い、治
水安全度の向上を図る。

H14 H17 H18 5,800 5,880
鉄道橋N=1橋
道路橋N=1橋

56
河川砂
防課

土地利用一
体型水防災
事業

馬淵川 南部町

■浸水常襲地域である南部町虎渡地区の
住家を洪水による氾濫から守るため、宅地
嵩上げ等を緊急的に行い、家屋浸水被害
の軽減を図る。

H14 H18 H18 880 536
護岸工A=2,350㎡
補償工事1式

57
河川砂
防課

河川改良事
業

堤沢川 五戸町

■河道断面が狭小で流下能力不足のた
め、浸水被害が頻発していることから、築
堤等の整備を実施し、治水安全度の向上
を図る。

H16 H20 H18 296 83
築堤工 L=240m
掘削工 N=1式
護岸工 L=240m

58
河川砂
防課

通常砂防事
業

頃々川 外ヶ浜町

■土砂流等の土砂災害から下流部に存在
する人家、公共施設等を守るため、砂防え
ん堤等の砂防設備の整備を行い、民政安
定と国土の保全を図る。

H10 H18 H18 350 395 えん堤工１基

59
河川砂
防課

火山砂防事
業

百目木沢 十和田市

■土砂流等の土砂災害から下流部に存在
する人家、公共施設等を守るため、砂防え
ん堤等の砂防設備の整備を行い、民政安
定と国土の保全を図る。

H17 H21 H18 165 119 えん堤工２基

60
河川砂
防課

火山砂防事
業

南領毛沢 むつ市

■土砂流等の土砂災害から下流部に存在
する人家、公共施設等を守るため、砂防え
ん堤等の砂防設備の整備を行い、民政安
定と国土の保全を図る。

H11 H17 H18 810 777 えん堤工２基、堆積工１式

61
河川砂
防課

通常砂防事
業

北大川平
沢

今別町

■土砂流等の土砂災害から下流部に存在
する人家、公共施設等を守るため、砂防え
ん堤等の砂防設備の整備を行い、民政安
定と国土の保全を図る。

H14 H20 H18 150 92 えん堤工１基

62
河川砂
防課

通常砂防事
業

釜沢 佐井村

■土砂流等の土砂災害から下流部に存在
する人家、公共施設等を守るため、砂防え
ん堤等の砂防設備の整備を行い、民政安
定と国土の保全を図る。

H14 H18 H18 140 140 えん堤工１基

63
河川砂
防課

通常砂防事
業

南釜野沢 外ヶ浜町

■土砂流等の土砂災害から下流部に存在
する人家、公共施設等を守るため、砂防え
ん堤等の砂防設備の整備を行い、民政安
定と国土の保全を図る。

H17 H20 H18 115 80 えん堤工１基
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64
河川砂
防課

通常砂防事
業

南泊沢 六ヶ所村

■土砂流等の土砂災害から下流部に存在
する人家、公共施設等を守るため、砂防え
ん堤等の砂防設備の整備を行い、民政安
定と国土の保全を図る。

H14 H19 H18 150 223 えん堤工２基

65
河川砂
防課

砂防整備事
業

金山沢 青森市

■土砂流等の土砂災害から下流部に存在
する人家、公共施設等を守るため、砂防え
ん堤等の砂防設備の整備を行い、民政安
定と国土の保全を図る。

H14 H17 H18 100 154 えん堤工１基

66
河川砂
防課

砂防整備事
業

高石股沢 外ヶ浜町

■土砂流等の土砂災害から下流部に存在
する人家、公共施設等を守るため、砂防え
ん堤等の砂防設備の整備を行い、民政安
定と国土の保全を図る。

H16 H18 H18 60 56 護岸工180m、山腹工3,290m2

67
河川砂
防課

砂防整備事
業

梨ノ木沢 外ヶ浜町

■土砂流等の土砂災害から下流部に存在
する人家、公共施設等を守るため、砂防え
ん堤等の砂防設備の整備を行い、民政安
定と国土の保全を図る。

H15 H19 H18 120 81 えん堤工１基

68
河川砂
防課

砂防整備事
業

外の沢 弘前市

■土砂流等の土砂災害から下流部に存在
する人家、公共施設等を守るため、砂防え
ん堤等の砂防設備の整備を行い、民政安
定と国土の保全を図る。

H13 H17 H18 150 116 えん堤工１基

69
河川砂
防課

砂防整備事
業

鮫貝沢 中泊町

■土砂流等の土砂災害から下流部に存在
する人家、公共施設等を守るため、砂防え
ん堤等の砂防設備の整備を行い、民政安
定と国土の保全を図る。

H16 H18 H18 90 71 えん堤工１基

70
河川砂
防課

砂防整備事
業

小荒川 むつ市

■土砂流等の土砂災害から下流部に存在
する人家、公共施設等を守るため、砂防え
ん堤等の砂防設備の整備を行い、民政安
定と国土の保全を図る。

H13 H18 H18 115 115 護岸工460m

71
河川砂
防課

砂防整備事
業

赤滝沢 深浦町

■土砂流等の土砂災害から下流部に存在
する人家、公共施設等を守るため、砂防え
ん堤等の砂防設備の整備を行い、民政安
定と国土の保全を図る。

H14 H18 H18 100 169 えん堤工1基

72
河川砂
防課

海岸環境整
備事業

向平海岸 横浜町

■冬季風浪等による砂浜の減少が進んで
いるため、離岸堤を整備し、砂浜を復元さ
せ、海水浴客の利便性と安全の確保を図
る。

H14 H18 H18 310 300 離岸堤L=200m（100ｍ×2基）

73
河川砂
防課

急傾斜地崩
壊対策事業

明神川端
１号

東通村

■がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険区
域内の住民の生命を守るため、急傾斜地
斜面の崩壊防止対策工事を行い、民生安
定と国土の保全を図る。

Ｈ14 H19 Ｈ18 210 247 現場打吹付法枠工　L=157.0m

9



農　林
水産部

　選定基準に合致する部分
　ア　再評価時に附帯意見が付された箇所
　イ　次のいずれかに該当する箇所
　　①　再評価を実施した箇所
　　②　計画と実績の差が大
　　③　その他の理由

農　林
水産部

　選定候補
県　土
整備部

県　土
整備部

その他附帯意見内容等
再評価
実施
年度

平成１８年度完了事業一覧

事業概要

番号
事業
担当課 着手

年度

※完了年度
※全体事業費
（百万円）

事業名 箇所名等 市町村名 事業目的

計画 実績 計画 実績

事業量（単位）
〔最終実績〕

資料１１

74
河川砂
防課

急傾斜地崩
壊対策事業

桂沢 むつ市

■がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険区
域内の住民の生命を守るため、急傾斜地
斜面の崩壊防止対策工事を行い、民生安
定と国土の保全を図る。

Ｈ15 H19 Ｈ18 100 106 連続繊維補強土工　L=83.0m

75
河川砂
防課

急傾斜地崩
壊対策事業

天神林３
号区域

七戸町

■がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険区
域内の住民の生命を守るため、急傾斜地
斜面の崩壊防止対策工事を行い、民生安
定と国土の保全を図る。

Ｈ15 H19 Ｈ18 150 219
プレキャスト法枠工　L=49.8m
現場打吹付法枠工　L=48.4m
連続繊維補強土工　L=119.0m

76
河川砂
防課

急傾斜地崩
壊対策事業

野続 七戸町

■がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険区
域内の住民の生命を守るため、急傾斜地
斜面の崩壊防止対策工事を行い、民生安
定と国土の保全を図る。

Ｈ13 H17 Ｈ18 166 192
土留柵工　L=46.5m
現場打吹付法枠工　L=165.0m

77
河川砂
防課

急傾斜地対
策事業

幸畑１号 青森市

■がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険区
域内の住民の生命を守るため、急傾斜地
斜面の崩壊防止対策工事を行い、民生安
定と国土の保全を図る。

Ｈ17 H18 Ｈ18 27 27 プレキャスト法枠工　L=88.6m

78
河川砂
防課

急傾斜地対
策事業

銅屋町 弘前市

■がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険区
域内の住民の生命を守るため、急傾斜地
斜面の崩壊防止対策工事を行い、民生安
定と国土の保全を図る。

Ｈ16 H18 Ｈ18 55 49 連続繊維補強土工　L=171.7m

79
河川砂
防課

急傾斜地対
策事業

竹田町 黒石市

■がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険区
域内の住民の生命を守るため、急傾斜地
斜面の崩壊防止対策工事を行い、民生安
定と国土の保全を図る。

Ｈ12 H19 Ｈ18 95 102 現場打吹付法枠工　L=87.9m

80
河川砂
防課

急傾斜地対
策事業

夏沢2号 大鰐町

■がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険区
域内の住民の生命を守るため、急傾斜地
斜面の崩壊防止対策工事を行い、民生安
定と国土の保全を図る。

H17 H18 H18 12 12 プレキャスト法枠工　L=108.2m

81
河川砂
防課

急傾斜地対
策事業

日計１号 八戸市

■がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険区
域内の住民の生命を守るため、急傾斜地
斜面の崩壊防止対策工事を行い、民生安
定と国土の保全を図る。

Ｈ15 H18 Ｈ18 56 37 プレキャスト法枠工　L=120.0m

82
河川砂
防課

急傾斜地対
策事業

桜舘 田子町

■がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険区
域内の住民の生命を守るため、急傾斜地
斜面の崩壊防止対策工事を行い、民生安
定と国土の保全を図る。

Ｈ13 H17 Ｈ18 320 329 プレキャスト法枠工　L=374.0m

83
河川砂
防課

急傾斜地対
策事業

小沢５号 むつ市

■がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険区
域内の住民の生命を守るため、急傾斜地
斜面の崩壊防止対策工事を行い、民生安
定と国土の保全を図る。

Ｈ13 H20 Ｈ18 150 68 プレキャスト法枠工　L=81.9m
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84
河川砂
防課

急傾斜地対
策事業

二枚橋 むつ市

■がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険区
域内の住民の生命を守るため、急傾斜地
斜面の崩壊防止対策工事を行い、民生安
定と国土の保全を図る。

Ｈ14 H19 Ｈ18 30 38 現場打吹付法枠工　L=46.5m

85
河川砂
防課

急傾斜地対
策事業

富萢３号 つがる市

■がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険区
域内の住民の生命を守るため、急傾斜地
斜面の崩壊防止対策工事を行い、民生安
定と国土の保全を図る。

Ｈ11 H18 Ｈ18 130 114 プレキャスト法枠工　L=157.7m

86
河川砂
防課

急傾斜地対
策事業

塩見崎 深浦町

■がけ崩れ災害から急傾斜地崩壊危険区
域内の住民の生命を守るため、急傾斜地
斜面の崩壊防止対策工事を行い、民生安
定と国土の保全を図る。

Ｈ17 H19 Ｈ18 35 31 連続繊維補強土工　L=50.2m

87
港湾空
港課

八戸港改修
（防災安全
対策）事業

八太郎地
区

八戸市

　震災時において、交差する主要地方
道、臨海鉄道への落橋被害を防止する
とともに、背後住宅密集地への耐震岸
壁からのアクセスが可能となり、救援

拠点 安全な街づく 寄

H14 H18 H18 860 1,102
橋梁（改良）L=13×370m
トンネル（改良）L=6.5×220m

対策）事業
活動の拠点として、安全な街づくりに寄
与する。

88
港湾空
港課

八戸港港湾
環境整備事
業 緑地（沼
館）

河原木地
区

八戸市

　港湾施設の老朽化及び機能移転等
により、活況が薄れ遊休地が生じたこ
とから、八戸市の再開発地区計画と併
せて、ウォーターフロントの活用によ
る、市民が集い憩える賑わいのある複
合空間の創出を図る。

H8 H16 H18 1,250 1,410 緑地A=24,300m2 H17

89
港湾空
港課

川内港港湾
環境整備事
業

川内地区 むつ市

　当該緑地の整備により、今まで分離
していた既存緑地の連続性が創出さ
れ、一体的な利用が可能となり、良好
な景観形成を図る。

H15 H18 H18 60 52 緑地A=5,036m2

90
港湾空
港課

大間港改修
（地方）事業

根田内地
区

大間町

　不足している船揚場を整備するととも
に、冬期風浪及び荒天時の静穏度を
確保するため、防波堤を整備し、漁業
振興並びに快適な港湾利用を促進す
る。

H11 H19 H18 725 638
防波堤（船溜）L=170m
船揚場L=80m
泊地V=1,800m3

91
港湾空
港課

深浦港海岸
（局改）事業

吾妻地区 深浦町

　当海岸は、冬期風浪による侵食が生
じており、背後にはJR五能線や国道
101号の主要交通機関等があり、離岸
堤を延伸し、住民の生活の防護及び侵
食防止を図る。

H17 H17 H18 30 29 離岸堤（補強）L=30m
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92
港湾空
港課

青森港改修
（重要）事業

本港地区 青森市

　青森港本港地区は、ウォーターフロン
トの整備が進められており、青森駅を
挟んで東側に青い海公園、西側にマ
リーナや緑地が整備されているが、線
路により分断される形となっているた
め、施設を有機的に連携し東西間のア
クセスを確保するため、線路を跨いだ
歩道橋を整備する。

H10 H18 H18 1,890 1,810 道路（歩道橋）N=１基

93
港湾空
港課

川内港海岸
環境整備事
業

川内地区 むつ市

　川内港の海岸は、護岸の整備により
砂浜が失われた状態となっている。こ
のため、人工ビーチを整備し豊かで潤
いのある快適な水辺空間、砂浜の復活
を図る。

H4 H17 H18 2,349 2,916

護岸L=620m
突堤N=2基
人工海浜V=76,800m3
遊歩道N=１式

H10
H15

94
都市計
画課

３・５・４号
堤町通り浜
田線道路改
築事業

浦町～浜
田

青森市
慢性的な交通渋滞の解消、通勤・通学
路の安全確保

H12 H18 H18 1,550 1,266
全体延長L=360m
幅員W=6.0（15.0）m

築事業

95
都市計
画課

３・３・７号
中央大通り
荒川線道路
改築事業

長島 青森市 中心市街地の空間を創出 H11
H15
H17
H18

H18
1,024
1,844
1,864

1,891
全体延長L=360m
幅員W=13.0（50.0）m

96
都市計
画課

３・３・３号下
白銀町福村
線道路改築
事業（１工
区）

和徳～
松ヶ枝

弘前市
慢性的な交通渋滞の解消、自転車歩
行者の安全確保

H2
H11
H16
H18

H18
5,768
9,620
10,981

全体延長L=575m
幅員W=13.0（22.0）m

97
都市計
画課

３・３・３号下
白銀町福村
線道路改築
事業（２工
区）

和徳～
松ヶ枝

弘前市
慢性的な交通渋滞の解消、自転車歩
行者の安全確保

H10
H16
H18

H18
900
906

全体延長L=190m
幅員W=13.0（22.0）m

98
都市計
画課

３・４・４号
観音林脇雑
吉沢線道路
改築事業

種川～雑
吉沢

野辺地町
交通の円滑化と自転車歩行者の安全
確保

H8

H13
H15
H17
H18

H18

650
1,130
1,250
1,164

1,099
全体延長L=612m
幅員W=6.0（16.0）m

H17

99

高規格
道路・
津軽ダ
ム対策
課

国道279号
道路改築事
業

野辺地バ
イパス

野辺地町

地域高規格道路「下北半島縦貫道路」
の一部を形成し、地域間連携強化や救
急医療ネットワークの向上に寄与する
とともに、原子燃料サイクル施設や国
家石油備蓄基地等の国家プロジェクト
を支援する。

H7
H17
H18

H18
15,000
16,000

15,905 延長L=6,860m H16

11,826 H11,16
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100
建築住
宅課

公営住宅整
備事業

多賀台団
地

八戸市

県営住宅は、住宅に困窮する低額所
得者に対して低廉な家賃で賃貸するこ
とにより、県民生活の安定と社会福祉
の増進に寄与することを目的としてい
る。
　昭和41年から44年にかけて建設され
た多賀台団地は、老朽化が進行し、規
模が狭小なもの、浴室等設備の不備な
ものが多いことから、建替事業によって
入居者の安全性や居住性の向上を図
る必要があった。

H15
H18
H18

H18
2442
1,418

1,418

既存住宅解体
　CB造平家建て～64戸
　CB造2F建て～70戸
既存集会所解体
　木造平家建て～1棟
県営住宅建替え
　木造、平家建て、2F建て
　1LDK～12戸
　2LDK～33戸
　3LDK～55戸
集会場建替え
　木造平家建て～1棟
外構工事～広場、通路等1式
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